
【公民館による事業評価】

《判定例》
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ or

Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

特記 　

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

次年度展望 ②
　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

効率性 B
・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

総合評価 A
　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

公平性 A ・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

有効性 A
・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

必要性 A
・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

優先性 A ・事業の優先度は高いか。

成果
公園で開催することで、気軽に参加体験する機会が提供できました。
公民館や図書館を利用したことのない方が参加する事で、公民館事業や図書館を知ってもらう機会となりました。

課題
屋外（公園）で事業を実施するため、天候等により事業の開催が難しい場合がある。
会場へ展示できる本（資料）に限りがあり、その場では調べきれない状況がありました。より専門的な資料の紹介や調べ方な
ど、次の段階へ繋げるための案内も必要になる。

項目 評価 視点

趣旨
従前、家庭教育事業として公民館（屋内）で行っていた「おはなし会」について、コロナ禍で開催できなくなったことから、屋
外（公園）に絵本や図鑑を展示し、子供たち向けに絵本の読み聞かせや、公園にある草花を図鑑で調べるワークショップを行
い、本の世界に親しむとともに豊かな感受性を育む事業を実施する。

内容
誰もが気軽に利用する公園に絵本や図鑑を展示し、子供たち向けに絵本の読み聞かせや、公園にある草花を図鑑で調べるワーク
ショップを行う。

工夫

新型コロナウイルス感染症対策として、屋外（公園）で事業を実施いました。
絵本の読み聞かせは、少人数で実施することで、参加者が密にならないよう配慮しました。また、図鑑ライブラリーでは、公園
全体で活動してもらえるよう、植物の自生地図作りも行いました。
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事業名 ＢＯＯＫ＆ＰＡＲＫ（公園ライブラリー）

対象者 親子・公園利用者
参加者数
(延べ）

延べ　１４９人 募集方法 こうほう佐倉・
市公式Facebook・Twitter等

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程 ５月２３日・５月３０日
６月２７日

講師 読書推進の活動者
漂流する図鑑ライブラリー実施者 参加費 無料

《凡例》



☆公民館運営審議委員付帯意見 （A：適切で成果あり　　B：成果はあるが、改善の余地あり　　C：要改善）

委員⑨ 本を公園に持ち出して、公園の草花を調べるなど、アウトドアで本を活用する企画は面白いと思います。

総
合
評
価

A

委員⑦ 興味深い内容で現場を体験できずとても残念です。準備がたいへんだったと思いますが資料から見える限
り手有れた店？構えができています。ついつい立ち寄ってみたくなる雰囲気がとてもいいです。コロナ禍
だから実施できた内容かも知れませんがこれこそ定番企画にできたら喜ばれると思います。総

合
評
価

A

委員⑧ 新型コロナ感染症対策として野外（公園）で開催し、絵本や図鑑を展示し読み聞かせや図鑑でのワーク
ショップを行っている。他方、公園に遊びに来た親子に声をかけ、絵本の読み聞かせや、わらべ歌遊びを
行っており楽しい一時を過ごされている。また図書についての理解と興味が深まったことと思科されま
す。今後も期待します。

総
合
評
価

A

委員⑤ とても企画でした。従来どおりにおはなし会が開催できるようになっても公園ライブラリーは続けてほし
いと思いました。

総
合
評
価

A

委員⑥ 解放感のある公園で絵本の読み聞かせ、わらべ歌遊び、又、図鑑ライブラリー等とてもステキな事業だと
思いました。気軽に参加体験する機会が提供でき、公民館事業や図書館を知っていただく機会となり大変
良かったと思います。総

合
評
価

A

委員③ 密を避けてどのように行っていくのかひと工夫して、公園というオープンスペースで行ったよい企画だと
思いました。図鑑で見た植物を公園で見つけるなど、体験的な活動もあり、たまたま公園で遊んでいた市
民が飛び入り参加できる面白さもあります。従来の図書館の概念を超える、夢のある事業だと思いまし
た。
天候に左右されるデメリットもありますが、ぜひ工夫を加えて継続してほしいと思いました。

次年度展望　②

総
合
評
価

A

委員④ 新しい試みの「Book&PARK」
天候・気候等の事情もあるかと思いますが次年度も是非企画を望みます。（春と秋くらい）

総
合
評
価

A

委員① （特になし）

総
合
評
価

A

委員② コロナ禍で「おはなし会」が開催できないということから公園で絵本や図鑑を展示し、活動をした発想は
良いと思います。公園だからこそ、図書館や公民館の利用したことがない方も参加できたのでしょう。こ
れを機に、図書館や公民館の活用や、公園の動植物に関心を持ち学習が深まる可能性があります。
屋外のメリットを生かすことに主眼を置き、その場で調べきれないからといって専門的にしすぎず、資料
の紹介や調べ方（図書館や公民館の活用）を教えて行けば良いと思います。

総
合
評
価

A



委員⑮ ・公園ライブラリーとは、素敵な発想です。手間を惜しまず、公園に図書を設置し、読み聞かせをするこ
とで、本好きな大人にも子どもにも身近で気軽に利用できたと思います。この発想は見事だと思います。
お天気に左右されることもそれはそれで納得いきます。この公園の利用者は幸せです。

・ただ、限られた図書の展示で満足しない利用者もいたかもしれませんが、のちに、図書館や公民館へ足
を運ぶきっかけになるはずです。（公園へ来たついでに寄った人であっても。）

・実施回数が3回ですが、その後希望する声はなかったですか？

総
合
評
価

A

委員⑬ コロナ禍の「おはなし会」を屋外での実施、良かったです。活動を知らない方々への周知機会もできまし
た。また、図鑑ライブラリーというワークショップは是非継続していただきたいです。

総
合
評
価

A

委員⑭ 参加者を決めずに、公園利用者が自由に参加できるのは面白い企画だと思います。公園内の草花名前調べ
も楽しそうで、図鑑があることで調べたい気持ちが膨らむようです。野外活動は密を避けられるので、コ
ロナ禍の中では適している事業だと感じます。

総
合
評
価

A

委員⑪ 新型コロナ禍に工夫された展開に評価ができます。
図書館を飛び出して屋外での本との楽しみ方の運営はとても良かったと思います。
集う人も幅広くお年寄りから保護者、学生まで交えての読み聞かせ、本を通じての話し合いなどにつなげ
られるともっと良いかなと感じます。

総
合
評
価

A

委員⑫ たいへん興味深い事業で、コロナ禍における現状を把握した事業だと思います。草花を図鑑で調べること
も、子どもたちの自然に対する興味を深める意味からも面白い内容だと思います。草花もそうですが、子
どもたちは昆虫に非常に興味を示します。葉の裏に寄生する虫の卵、蟻の生態等を市の学芸員を招き説明
してもらうことも検討されたらと思います。

総
合
評
価

A

委員⑩ 初めての企画事業「公園ライブラリー」を2ヶ所の公園で、絵本の読み聞かせだけで無く公園の草花を調
べるワークショップを実施され、参加者に公民館事業を知ってもらえたことは有意義な事業であったと思
います。ただ親子が多く集まる公園で事業を展開されたことは、職員はじめ関係者に多大な労力がかかっ
たのではないかと懸念しています。今回の企画で、今まで公民館に足を運ばなかった親子さんが、絵本の
読み聞かせに興味を持たれ、従来の形の「おはなし会」に参加される方が出てくることに期待します。

総
合
評
価

A


